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　中央教育審議会においては，学習指導要領全体の見直しについて審議が行われ，平

成２８年１２月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導

 要領等の改善及び必要な政策等について」の答申が出されました。

　さらに、文部科学省では、平成３０年３月に学校教育法施行規則の一部改正と高等

学校指導要領の改訂が行われ、新学習指導要領は令和４年度から年次進行で実施され

 ることとなりました。

　高等学校保健体育科では、「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し、スポ

ーツとの多様な関わり方を状況に応じて選択するとともに、卒業後も継続して実践す

ることができるよう、『知識及び技能』、『思考力、判断力、表現力等』、『学びに向か

う力、人間性等』（資質・能力の三つの柱）の育成を重視する」ことが、明確に示さ

 れました。

　県体育課では、これまでの学習指導要領の改訂に伴い、その趣旨を踏まえた「指導

資料」を作成し、各学校が適切に学習指導要領に基づく授業を展開するための参考資

 料として供してきました。

　今回の改訂に際しましても、令和２年度から２カ年にわたり、「学校体育指導資料

第４０集＜高等学校編＞作成委員会」を設置し、１２回を数える委員会の成果として

 本指導資料を作成する運びとなりました。

　本指導資料は，これまで県体育課が作成した指導資料を参考に，新たな学習指導要

領の趣旨と県内の体育学習指導の実態を十分に考慮し作成をいたしました。特に、学

習の質を一層高める授業改善において求められる、「主体的・対話的で深い学び」に

焦点を当てた資料となっております。各学校におかれましては、学校、生徒、地域の

実態等に合わせて活用していただき、より良い体育学習が県内に広く展開されますこ

とを期待いたします。 

　結びに、本指導資料作成にあたり、多大な御協力をいただきました委員の皆様に対

し深く感謝申し上げます。 

 

 

 　令和４年３月

              　　　　　　　　　　　千葉県教育庁教育振興部体育課長
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